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Data Base service company

１ 業績予想の修正
業績予想のサマリー

2014年３⽉期 第３四半期において、⾳楽及び映像関連を中⼼とした
サービス開発に注⼒。
その中 計画外としてサービス運⽤の障害品質対策費⽤等が増加その中、計画外としてサービス運⽤の障害品質対策費⽤等が増加。
また、関連して⼀部遅延や変更により、計画していた開発売上の達成が
厳しくなってきたことから、業績予想を修正いたしました。

前回公表 今回公表

（単位：百万円）■2014年３⽉期 連結業績予想数値
前回公表

（2013年9⽉30⽇）
今回公表

（2014年１⽉30⽇）

売上⾼ 2,500 2,200, ,
営業利益 100 ▲80
経常利益 100 ▲80

当期純利益 ▲95 ▲215
1株当たり

連結当期純利益（円） ▲40.33 ▲88.77
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連結当期純利益（円） 40.33 88.77
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２

収益構造について
要因分析

（単位 百万円）

データベースビジネスによりシフトするため事業構造改⾰を進める中、通信会社との事業に
おいて障害・品質対応による計画外コスト及び事業の⼀部遅延や変更の発⽣で売上の未達へ

売上⾼
2,499

売上⾼
2,500

売上⾼

（単位・百万円）

売上⾼
2,200

【事業構造改⾰】

【想定外】
①売上⾼
通信会社との事業に
おける⼀部開発遅

コスト
2,281

コスト
2,400

コスト
2,280

【事業構造改⾰】
データベースサービス
ビジネスに向けた⼤き

な事業投資

おける 部開発遅
延・変更に伴う売上
未達 ▲300

②コスト
通信会社との障害品

計画どおり
【先⾏費⽤】
①減価償却費

通信会社との障害品
質対応による計画外
コスト ＋35
（障害品質対応費
＋30、
デ タ拡充費 ）

経常利益
218 経常損失

▲80

経常利益
100

①減価償却費
②MG
③プロモーション費

データ拡充費＋5）
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2014年3⽉期
業績予想

2013年3⽉期
実績

2014年3⽉期
期初計画
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２ 要因分析
損益分岐点分析

現状の損益分岐点分析としては、24億円から利益が出る構造

売上額売上額

総費⽤25億円
■2014年3⽉期コスト⾒込み

24億円 投資フェイズで
あり過去になく

⾼い⽔準

■固定費 17億円
⼈件費 9億円

⾼い⽔準

固定費17億円

減価償却費 2億円
その他 6億円

■変動費 7億円■変動費 7億円
外注費 4億円
その他 3億円
（プロモーション含む）

24億円

（プロモーション含む）
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4Qより改善傾向にあるが、不採算事業の⾒直
し等の影響は来期から発⽣するため、劇的か
つ短期的な改善にはならず
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２ 要因分析
事業投資額の推移

事業投資額の推移

データベース及びエンジン関連サービス基盤への投資を実⾏

（単位：百万円）

事業投資額の推移
（減価償却費）

250

300

投資フェーズ

150

200

196
240 将来に向けた

投資により
固定費は増加

100

150

98
156

196 固定費は増加

0

50

2011/3 2012/3 2013/3 2014/3見込み

98
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２ 要因分析
売上計画未達の要因

＜売上計画未達の要因＞＜売上計画未達の要因＞
『通信会社との開発案件が後ろ倒しや取りこぼしにより、

開発売上の計画からのずれこみ１１
想定していた案件の成⽴が難しくなったため』

開発途中の仕様変更の中 想定よりずれこみ 他想定

障害対策・品質向上への対応２２

開発途中の仕様変更の中、想定よりずれこみ、他想定
していた案件も後ろにずれた。

複雑化・多様化・効率化するキャリアとのビジネスに
これら要因を踏ま
え、⽅針と対策を複雑化・多様化・効率化するキャリアとのビジネスに

おいて、サービスの障害対応・品質向上のため、
チェック体制の構築等に⼯数を⼤きく割いた。
その結果、新規サービス提案が不⼗分となった。

え、⽅針と対策を
実施し、⾃社プロ
パティをより活⽤
するビジネス強化

既存サービス延⻑メインの受⾝型開発３３
②の影響もあり、新規の協業ビジネスが⽣まれづら
い状況となり、既存サービスの延⻑メインで顧客か

するビジネス強化
と通信会社との事
業を再構築して参
りますらの依頼を受ける開発がメインとなってしまった。 ります
※⽅針と対策は、次⾴に記載⾃社プロパティ活⽤の事業進捗４４

本来 ソケッツの得意分野であるデ タベ ス等の
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本来、ソケッツの得意分野であるデータベース等の
プロパティを活かした企画提案が不⼗分であった。
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３ 今後の⽅針と対策
今後の⽅針

１．通信会社との事業再強化１．通信会社との事業再強化

２．CCCグループビジネスの最⼤化２．CCCグル プビジネスの最⼤化

３ LIFEʼs 関連事業の育成３．LIFE s 関連事業の育成

４ デ タベ ス関連事業の営業強化４．データベース関連事業の営業強化

５．マネジメント強化
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Data Base service company

３

⽅針① 通信会社との事業再強化
今後の⽅針と対策

①複雑化 多様化 スピード化する通信会社ビジネスを再定義

通信会社との関係性を再構築、再強化へ 売上増加
コストコスト
削減

効果

①複雑化、多様化、スピード化する通信会社ビジネスを再定義
R&D技術、企画、開発・運⽤までを⼀貫して⾏う体制へ移⾏、加えて
DB（データベース）ビジネスの強化（下図）
→サービス品質の向上 新たな協業事業の創出

削減

→サ ビス品質の向上、新たな協業事業の創出
②不採算サービス事業などの⾒直しにより事業効率を上げる
→収益性の改善

通信会社 通信会社

サ ビ 運⽤

現在 今後
利⽤量に応じて

部ライセンス

DB
開発開発収⼊は⼀

時的で不安定
DBはブラッシ

サービス運⽤
収⼊は固定的

運⽤
DB

開発運⽤
⼀部ライセンス

R
&
D 売上構成⽐率DB DBはブラッシュ

アップを続け、価値
を⾼める

運⽤

ソケッツ ソケッツ

D
売上構成⽐率

イメージ

売上構成⽐率
イメージ
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DB利⽤料はユーザーの増
加との相関関係が低い

ユーザーの増加に⽐例してアップサ
イドが⾒込めるビジネスモデルへ
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３

⽅針② CCCグループビジネスの最⼤化
今後の⽅針と対策

共通基盤DBを軸に段階的に連携を拡⼤、再来期
からはマーケティング関連市場へ展開

売上増加

効果

2013/10
2015/3期 2016/3期2014/3期

現在

からはマ ケティング関連市場へ展開

1st Stage 共通基盤DBを構築（開発）

2013/10

CSM設⽴

現在

C

２nd Stage

1st Stage 共通基盤DBを構築（開発）
商品DBの⼊⼒業務（運⽤）

共通基盤DBのCCCグルー
プサ ビスでの利⽤

マーケ
ティング
関連市場

C
C
C

共通基盤DBの
イメージ ２nd Stage プサービスでの利⽤

（ライセンス）
関連市場
(６兆円)
への展開

C
関
連

イメ ジ

MSDB

Sockets

３rd Stage連
収
益

商品DB

共通基盤
DB

ザ

両社共有
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益 ユーザー履歴と両社DBを組み合わせ、ライフス
タイルと密接につながる新しいタイプのマーケ
ティング（個告）サービスの開発・提供

CCCグループ
※CCCは、カルチュア・コンビニエンス・クラブ、
CSMはCSマーケティングの略
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３

⽅針③ LIFEʼs 関連事業の育成
今後の⽅針と対策

現在、投資フェイズ、⽇本における「パーソナライズド
ラジオ」の確⽴及び開発プロパティ活⽤により、関連事業

げ 益化
売上増加

効果

基本的な⽅向性

を⽴ち上げ、収益化へ

LIFEʼs関連事業サードパーティ（特定APIモデル）
新規パートナー

社

プロパティ活⽤関連
ビジネスの⽴ち上げ既存パートナー

LIFEʼs radio
⾳声

プラット
フォーム

提供

BtoB
ライセ
ンス

編成番組
提供

Ｘ社

Ｙ社

サードパーティへの

ＫＤＤＩ

ＣＣＣ

既存パートナーとの サ ドパ ティへの
エンジン・システム提供

既存パ トナ との
新規サービス創出

独⾃技術の開発促進

レコメンド
エンジン データベース

プロファイル

開発
サービス企画

当社
プロパ
ティ
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配信システム
プロファイル

エンジン
ティ
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３

⽅針④ データベース関連事業の営業強化
今後の⽅針と対策

データベース関連市場へ積極的な進出を⾏うため、データベース関連市場へ積極的な進出を⾏うため、
営業専⾨チームを設置 売上増加

効果

①ビッグデ タ活⽤の時代を迎

市場からの可能性と期待

通信会社始めとした既存ビジネス ＜開発系＞
＜企画・営業・サービス運営＞

＜現在＞

①ビッグデータ活⽤の時代を迎
え、⼤きなビジネスチャンス

②通信会社やCCCグループを始め
パートナー及び関連ビジネス業
界からの⼤きな期待

通信会社始めとした既存ビジネス

CCCグループ等や新規性のビジネス

LIFEʼ 関連ビジネス

＜開発系＞
サービス開発
インフラ運⽤
MSDB開発
マーケティング
エンジン開発界からの⼤きな期待

①LIFEʼsスタート

当社の⾒えてきたものと課題

LIFEʼs関連ビジネス エンジン開発

＜変更＞
専⾨チームを作ることで

ビジネスを集約
①LIFE sスタート
②エンジン提供開始
③提携によるマーケティング

ビジネスへの加速と取り組み
⼀⽅

企
画
・
営

通信会社始めとした既存ビジネス

＜サービス企画・運営・開発＞

＜変更＞

＜開発系＞
サービス開発⽅

①データベースビジネスにシフ
トできていない

②サービス品質に課題
③既存ビジネスについては受⾝

営
業
専
⾨
部
隊

CCCグループ等や新規性のビジネス

新規ビジネス

サ ビス開発
インフラ運⽤
MSDB開発
マーケティング
エンジン開発
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③既存ビジネスについては受⾝
④データベースを活かした

企画・営業提案が不⼗分

隊

①既存パートナー先の需要深堀②新規顧客を⽬指す
ソケッツ強みの最⼤化 「営業」と「開発」を分け
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３

⽅針⑤ マネジメント強化 ポイント１
今後の⽅針と対策

⽅針①~④をより確かなものとすべく、マネジメ
ントを強化 コストコスト

削減

効果

『選択と集中』
プロジェクト関連

①プロジェクト別損益管理の徹底
②不採算開発・運⽤プロジェクトの⾒直し

プロジェクト単位の収益性を改善させ利益率を向上
させます

社内 分 適化

させます。
リソース関連
①社内リソース配分の最適化
②TCF100％⼦会社化（先⾏して⼈材交流実施）

グループ内外のリソースをフル活⽤し 開発・マネ
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グル プ内外のリソ スをフル活⽤し、開発・マネ
ジメント体制を再構築します。
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３

⽅針⑤ マネジメント強化 ポイント２
今後の⽅針と対策

『マネジメント体制の再構築』 売上増加
コストコスト
削減

効果

中間管理職の育成

①今期より⼤幅な権限委譲を実⾏ 今後も継続

削減

①今期より⼤幅な権限委譲を実⾏、今後も継続
②権限委譲の適切な運営（責任と判断そして相談体制）
③内部登⽤に加え、外部登⽤も積極的に
④予算管理、インセンティブプランのあり⽅⾒直し

専⾨性と⼈間⼒を兼ね揃えた⼈材の育成を急ぎます。

執⾏役員制度の活⽤

業務執⾏に係る責任を持つ⼈材を厳選し、事業スピード
をさらに早めて⾏きます

執⾏役員制度 活⽤
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をさらに早めて⾏きます。
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３

⽅針⑤ マネジメント強化 ポイント３
今後の⽅針と対策

サービス開発及び運⽤体制の強化に
より品質と安定性を向上

コストコスト
削減

効果

各プロジェクトの管理⼿法や実施内容がプロジェクトリーダーによる問
題

より品質と安定性を向上
各プロジェクトの管理⼿法や実施内容がプロジェクトリ ダ による
属⼈的なものとなっている。

『プロジェクトリ ダ の増強と育成』

題
点

②ルールとドキュメントの整備①グループ内外からの登⽤と育成

『プロジェクトリーダーの増強と育成』

ソケッツならではの企画⼒、パートナーや社内
の要件・仕様の調整、プロジェクトの進捗管理
（収⽀・開発）を⾏うプロジェクトリーダーを
グループ内外からの登⽤も合わせ育成

開発時のソース管理、ドキュメント作成、
試験実施項⽬、レビューフロー、障害切分
項⽬、対応⽅法等の⼿順を再整備

④開発協⼒パートナーの確保③新たなツールの開発と活⽤

グループ内外からの登⽤も合わせ育成

新たな障害アラート検知システムの開発、プ 必要な開発・運⽤リソースの確保と連携強化
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ロジェクト管理の徹底
必要な開発 運⽤リソ スの確保と連携強化
によるサービスの安定化とスムーズな対応
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３
⽅針⑤ マネジメント強化 ポイント４
今後の⽅針と対策

グループ総⼒を結集するためTCFを完全⼦会社化
2014年４⽉１⽇（効⼒発⽣⽇）

売上増加
コストコスト
削減

効果

2012年９⽉

TCFをグループ化（59.8%保有）

2014年４⽉１⽇（効⼒発⽣⽇）
現在

簡易株式交換による完全⼦会社化

削減

MSDB

■データベースの融合

名統合

簡易株式交換による完全⼦会社化

MSDB

Drill 
S i

⼈名統
合DB

＜⼈名統合DB＞
・通信会社向けに新レコメンド

ソリューションとして稼動開始
・MSDBのクロスメディアレコメンド

エンジンへの取込みを実施

グループとして⼀定の成果
は出しつつある。
今後は、両社の取組みを本Spin

■⼈材交流 TCF各役員⇒ソケッツ及びCSマーケティング取締役就任
当社メディア開発部⻑へ移籍

エンジンへの取込みを実施 今後 、両社 取組みを本
格的なサービス拡⼤や収益
化に向けて実施して⾏く。

LIFEʼS radio、エンジン開発協⼒
営業部⾨、システムマネジメント協⼒

TCF社員⇒サービス開発・運営、MSDB構築参画

＋

＜完全⼦会社化＞
①各プロジェクト参画
②⼈材交流

を加速させる∞ 16
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４ まとめ

課題の直視とより⾒えてきた成⻑シナリオ
＜今期テーマ＞
①MSDBを活⽤した⾃社オリジナルサービスの⽴ち上げ
②データベースを活⽤した特徴的なサービスエンジン開発

＜先⾏投資を実施＞
データベース開発
サービスエンジン開発②デ タベ スを活⽤した特徴的なサ ビスエンジン開発

③ライセンスビジネス強化
サ ビスエンジン開発
オリジナルサービス開発

『形にな てみえてきたもの』『⾜元の状況』 『形になってみえてきたもの』
①LIFEʼsサービス開始、⽇本ならではの選
曲エンジン・プロファイリングエンジン
②サービスエンジン開発への取り組み

『⾜元の状況』
①既存サービスの延⻑上の開発案件への対
応不備
②サービス運⽤の障害発⽣及び品質対応で

＋
②サ ビスエンジン開発への取り組み
③CCCグループとの資本業務提携開始
④通信会社へのライセンス提供開始
⑤ユーザー数1,000万⼈突破

②サ ビス運⽤の障害発⽣及び品質対応で
想定外のコスト発⽣
③開発遅延や変更により計画売上約３億円
の未達

厳しい⾜元を⾒つめ⽅針と対策を
確実に実⾏し、より⾒えてきた

『実⾏』と『結果』へ
向け

17
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確実に実⾏し、より⾒えてきた
将来への可能性を確かなものに向け



Data Base service company

４ まとめ
『⾒えてきたこと』

１１ 最⼤の特徴「感性メタデータ」を活⽤した「サービスエンジン」の開発が
⼤きく進捗

「サ ビス ンジン」 開発が⼤きく進「サービスエンジン」の開発が⼤きく進
捗したことにより、最⼤の特徴である
「感性ＤＢ活⽤サービス・ビジネス」が
来期、本格的に⽴ち上げ、既存事業の活

・LIFEʼs radio（2013年6⽉サービス開始）
・ＫＤＤＩ（2013年9⽉導⼊開始）
・ＣＣＣ（2014年導⼊検討）
他 2014年導⼊検討中

将来に向けた新たな市場であるマーケティング関連市場開拓への⾜がかり２２

来期、本格的に⽴ち上げ、既存事業の活
性化、新規事業の獲得、収益化へ寄与

他、2014年導⼊検討中

ＣＣＣとのジョイントベンチャー「ＣＳマーケティング」の⽴ち上げ
両社共通基盤ＤＢは、来期より稼動、収益寄与へ
新しい顧客価値を⽣む新サービスの共同開発

デ

⽇本オリジナルサ ビスの育成 それにともなう新技術 システムを活かした
３３

感性メタデータを活⽤した新たな広告エンジンの開発

ＬＩＦＥʻｓ関連事業の可能性
⽇本オリジナルサービスの育成、それにともなう新技術・システムを活かした
新しいユーザー体験を⽣む⽇本ならではの⾳声プラットフォームサービス・ビジ
ネスの可能性への第⼀歩、国内におけるパーソナライズドラジオ市場の確⽴
ＢｔｏＢ含めた関連事業の展開

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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ＢｔｏＢ含めた関連事業の展開



Data Base service company

４ まとめ
『⾒えてきたこと』

４４ データベース関連新規事業開拓への⾜がかり
⇒データベース関連プロダクトラインの整備が進んできたことによる

マネジメント体制の課題と強化５５

⇒デ タベ ス関連プロダクトラインの整備が進んできたことによる
徹底的な事業開拓フェイズへ向けた営業専⾨チームの新設

マネジメント体制の課題と強化５５
⇒「専⾨性」と「⼈間性」を兼ね備えたマネジメント体制の強化
⼦会社、ジョイントベンチャー含めた関連会社の総合⼒発揮へ

やるべきこと やれること 実現する体制やるべきこと、やれること、実現する体制

それらが、より明確に

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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Data Base service company『利⽤者数の変化』
４ まとめ

【単位 】

スマートフォン・ＰＣ 対前年⽐162%
（フィーチャーフォン対前年⽐65%） 遂に1,012万⼈遂に1,012万⼈【単位：万⼈】 遂に1,012万⼈

過去最⾼値を更新
1,000万⼈突破！

遂に1,012万⼈
過去最⾼値を更新
1,000万⼈突破！

80
1,012

698 収益化へ
100123

932

700698 収益化へ

600575

ブ 当社 ビ デ 利 ザ
スマートフォン・ＰＣ フィーチャーフォン

2014年3⽉期
第１四半期

2013年３⽉期
第３四半期

2014年３⽉期
第３四半期
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アクティブに当社サービスのデータベースを利⽤しているユーザーをカウント。
ＭＳＤＢライセンス提供については、ＵＵ数をカウント。
⾃社サービスも含めたサブスクリプションモデルについては、有料会員数をカウント。



Data Base service company『事業の⽅向性』
４ まとめ

マーケティング 広告（個告） ライフスタイル
提案企業へ

サ ドパ テ⾃社サ ビス新技術
営業専⾨

強化
サードパーティ⾃社サービス新技術

ユーザー数
最⼤化 プロパティ

開発
改善

新規
パ トナ

システム

協業サービス

Ａ社、Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社
感性メタ

活⽤

パートナー

データベース

協業サ ビスエンジン分析
既存事業
品質徹底

向上

KDDI
CCCグループ

21
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向上CCCグル プ



Data Base service company『中期ビジョン』
４ まとめ

中期ビジョンにつきましては、若⼲の時期ズレはあるものの、現状計画に沿っ
て進展しており、その⽅向性について現時点で変更はございません。本年度決
算発表時に改めてご報告申し上げます算発表時に改めてご報告申し上げます。

1,000万⼈突破！1,000万⼈突破！LIFEʼsradioサービス開始LIFEʼsradioサービス開始

CCCとの資本業務提携、
合弁会社CSMを設⽴

CCCとの資本業務提携、
合弁会社CSMを設⽴

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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Data Base service company『役員報酬の減額』
４ まとめ

この度、2014年３⽉期通期業績予想の下⽅修正の結果を真摯に受け⽌
め、その経営責任を明確にするために、以下のとおり役員報酬の減額
を実施します。

１．役員報酬減額の内容

取締役の役員報酬を役位に応じ 5％から30％の減額とします取締役の役員報酬を役位に応じ、5％から30％の減額とします。

２．対象期間

⽉額役員報酬の減額
2014年２⽉から2014年４⽉まで

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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Data Base service company『配当について』
４ まとめ

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の重要な課題の⼀つと
認識しております。⻑期的な視点にたった安定的な配当を継続すること
に努めるとともに、経営基盤の強化と収益⾒通しを勘案しながら利益還
元を実現することを基本⽅針としております。

なお、配当予想につきましては、⾜元の状況及び経営環境並びに配当
⾦額の規模等を総合的に勘案した結果、変更はございません。

前回公表 今回公表
（2013年9⽉30⽇） （2014年１⽉30⽇）

年間配当⾦ 5.00円 5.00円

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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Data Base service company

５ 2014年3⽉期 第３四半期決算
『トピックス』

第４Ｑ「LIFEʻs radio」（ライフズ）サービス開始（ʼ13.6） ※①

第３Ｑ KDDIとエムオン・エンタテインメン
トによる「DAILY MUSIC」のシステ
ムを提供
連結⼦会社のTCFがヤフーへの⼈物

第２Ｑ
KDDI au総合⾳楽サービス「LISMO」向け
ユーザー履歴管理及び新レコメンド機能の提供

連結⼦会社の がヤフ の⼈物
データの提供を開始
TCF完全⼦会社化及び⾃⼰株買付発表

第１Ｑ

【今期 】

CCCとの資本業務提携、KDDIと並ぶ第2位株主に（ʼ13.8）
-同社との合弁会社「CSマーケティング」を設⽴（ʼ13.10）

ザ 履歴管理及び新レ メンド機能の提供
（ʼ13.10）

※③

※②及び③

※③
【今期のテーマ】

①ＭＳＤＢを活⽤した⾃社のオリジナルサービスの⽴ち上げ①ＭＳＤＢを活⽤した⾃社のオリジナルサービスの⽴ち上げ

②データベースを活⽤した特徴的なサービスエンジンの開発②データベースを活⽤した特徴的なサービスエンジンの開発

③ライセンスビジネス強化③ライセンスビジネス強化

25
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③
（データベース、サービスエンジン、⾃社サービスOEMモデルのライセンス拡⼤）
③
（データベース、サービスエンジン、⾃社サービスOEMモデルのライセンス拡⼤）



Data Base service company

５ 2014年3⽉期 第３四半期決算
『サマリー情報』

■メディアビジネス売上⾼、第３四半期の開発売上減少で89.7％（前期⽐）
■フィーチャーフォン向けコンテンツビジネスは前期⽐で⼤幅に減少
■⾃社オリジナルサ ビス「LIFE’ di 」の開始及び通信会社向け選曲エン■⾃社オリジナルサービス「LIFE’s radio」の開始及び通信会社向け選曲エン

ジンの提供に伴う減価償却費、権利者へのMG（ミニマムギャランティー）
の⽀払い及びプロモーション費⽤等の先⾏費⽤の計上

■選択と集中により開発中のソフトウェアを中⼼に 特別損失を計上

2013年第３四半期 2014年第３四半期
（単位：百万円）

■選択と集中により開発中のソフトウェアを中⼼に、特別損失を計上

累計 累計 差異
売上⾼ 1,797 1,578 ▲219
営業利益 103 ▲74 ▲178業
経常利益 103 ▲77 ▲181
特別損益 ▲0 ▲211 ▲211
税引前利益 103 ▲288 ▲392税引前利益 103 ▲288 ▲392
税⾦等 50 ▲51 ▲101
少数株主損益 ▲4 ▲0 3

26
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四半期純利益 57 ▲236 ▲294



Data Base service company

５ 2014年3⽉期 第３四半期決算
第２四半期からの経常利益の変化

（単位：百万円）
MSDBエンジンの完成

○来るべき数年後の
⾳楽ストリーミング

関連サ ビス本格普及

将来に向けた先⾏投資サービス運⽤安定化のためコスト負担がかさむ

▲3927

MSDBエンジンの完成
に伴う減価償却費開始
及び権利者への⽀払コ
スト

関連サービス本格普及
○マーケティング関連

市場への展開を
⾒据えサービス投資

2014年3⽉期
第２四半期累計

▲39 
来期ライセンス
アップサイドに
備えたデータ

ブーストコスト

▲18
障害対策注⼒によ
る⽉ズレや改修案

件の未獲得等

ブ ストコスト▲５

▲77
▲42障害・品質改善

件の未獲得等

○サービス運⽤の安定化

想定外コストに対する対策

▲42障害 品質改善
対策費⽤等協⼒会社との連携強化

チェック体制の⾒直し
○企画営業部⾨の強化

専⾨チームの設置

27
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2014年3⽉期
第３四半期累計

○WBS等の開発管理の徹底



Data Base service company

５ 2014年3⽉期 第３四半期決算
特別損益について

「主⼒ジャンル（⾳楽・映像・書籍・クロス・⼈名・マーケティングエンジン）の強化」
と「パートナーとの提携強化」を短期的かつ機動的に推進するため、

①ソフトウェアの減損等による特別損失211百万円を計上

と「パ トナ との提携強化」を短期的かつ機動的に推進するため、
選択と集中を実施

①ソフトウェアの減損等による特別損失211百万円を計上
内訳 ⾦額

固定資産の除却損（うち、放送38百万円、Web8百万円） 56
固定資産の減損損失（うち、Web36百万円、地域25百万円、放送23百万円）
関係会社株式評価損（放送29百万円）

125
29

特別損失合計 211

②保有株式の売却により特別利益18百万円を計上予定（第４四半期に計上⾒込み）

特別損失合計 211

内訳 ⾦額内訳 ⾦額
⾮上場有価証券売却益（銘柄：ウタゴエ株式会社18百万円） 18

特別利益合計 18

28
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※2014年１⽉15⽇公表「投資有価証券売却益（特別利益）の計上に関するお知らせ」をご覧ください。



Data Base service company

６ Q&A

【Q1】
業績予想の修正

【A1】
開発売上の計画未達に加え、想定外のサービス運⽤障害及び品

質対策コストが発⽣する⾒通しとなり 修正いたしました 開発の理由を教えて
下さい。

質対策コストが発⽣する⾒通しとなり、修正いたしました。開発
売上の未達は、通信会社を始めとした開発売上の取りこぼしや遅
延、変更によるものとなります。要因に対する⽅針と対策は現在
取組みを進めております。（※内容については前述に記載）

【Q２】

取組みを進めております。（※内容に ては前述に記載）

【A2】
ズ

【Q２】
利益の減少につ
いて教えて下さ
い。

当社の収益構造は、将来の先⾏投資のため、現在投資フェーズで
あるため損益分岐点が⾼く、⿊字に必要な売上⾼は、約24億円とな
ります。当社は、事業構造改⾰として開発売上に依存しないデータ
ベース提供型ビジネスに向けた事業投資を⾏って参りました そのベ ス提供型ビジネスに向けた事業投資を⾏って参りました。その
ような中、今期、LIFEʼｓがスタートし、CCCグループとの資本・
業務提携も開始、通信会社への選曲エンジンの提供開始と⽬に⾒え
るような形で表れてきたと実感しております。その⼀⽅で、既存協

ビ 障害 質対策 起 超業ビジネスにおける障害・品質対策に起因する5000万円を超える
計画外の費⽤の発⽣、それら対応に伴う開発売上の期初計画未達が
発⽣し、収益性が低下することとなりました。なお、売上の計画未
達及び計画外のコスト等については ⽅針や対策をかかげ 現在取

Copyright ©2014 SOCKETS All Rights Reserved.
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達及び計画外のコスト等については、⽅針や対策をかかげ、現在取
り組みを開始しております。



Data Base service company

６ Q&A

【Q３】
CCCグル―プと

取組

【A３】
10⽉にCCCとの合弁会社である「㈱CSマーケティング」（以下、CSM）

を設⽴しました。CSMでは、CCCグループの会員データベース及び商品
の取組みについ
て教えて下さい。

データベースと当社のMSDBをつなぐ共通基盤となるデータベースを構築
して参ります。構築後は、CCCグループサービスにおける作品関連情報の
提供、そして繋がりなどのレコメンドサービスを提供する予定です。
これらは来期より収益に寄与してまいります。また、構築予定の共通基盤
データベースは、第三者へも提供することを⽬指しております。そして６
兆円と⾔われているマーケティング市場を狙った新しいマーケティング
サービスを提供したいとも考えております。こちらは再来季以降の収益へ
の寄与となります。なお、来期におきまして、弊社データベースを活⽤し

ビた関連サービス等についても、別途共同企画を進めております。

【A４】
今期 事業構造改⾰の中で⾒えてきたものがあります それは ⾳楽業【Q４】

来期について
教えて下さい。

今期、事業構造改⾰の中で⾒えてきたものがあります。それは、⾳楽業
界の協⼒を得たうえで、LIFEʼｓ radioの開始、CCCグループとの提携、
マーケティングエンジン開発への取組み、通信の⾼速化並びにビッグデー
タ及びクラウド化によるデータベースの必要性そして関係者からの期待と
ビジネスの広がりへの可能性です その⼀⽅で 通信会社とのビジネス再ビジネスの広がりへの可能性です。その ⽅で、通信会社とのビジネス再
構築、障害・品質対策、専⾨性と⼈間性に根ざしたマネージメント体制と
課題も浮き彫りとなりました。

この⾒えてきた両⾯をしっかり⾒つめ、⽅針と対策を実施し、可能性を
確かなるものにより確度を上げて参ります。
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確かなるものにより確度を上げて参ります。
来期も引き続き先⾏投資の費⽤は発⽣する⾒込みとなりますが、収益は

改善する⾒通しとなります。また、サービス企画や開発については、引き
続きパートナー企業とも話を進めております。



Data Base service company

※本資料における予想数値は、発表⽇現在において当社が
⼊⼿可能な情報及び合理的であると判断する⼀定の前提に⼊⼿可能な情報及び合理的であると判断する⼀定の前提に
基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々
な要因により予想数値と異なる場合があります。

お問い合わせ先：
株式会社ソケッツ
〒151-0051 東京都渋⾕区千駄ヶ⾕⼀丁⽬１番12号
担当：経営企画管理本部
Tel：03-5785-5518  Fax：03-5785-5517
E-mail：ir@sockets.co.jp

＜お知らせ＞
『東証IRフェスタ2014』に出展します。
開催⽇時：2014年2⽉21⽇（⾦）・22⽇（⼟） 場所：東京国際フォーラム（B2F展⽰ホール1,2）
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※会社説明会は、22⽇（⼟）11：25〜12：10を予定しております。
事前登録制となりますので詳しくは http://www.tse-irfesta.com/index.html をご覧ください。


